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１. はじめに

近年､ 我が国では経済活性化の方策のひとつとし

て､ 訪日外国人旅行促進のための取り組みが活発に

なっており､ 2020年の東京オリンピックに向けて､

こうした傾向は一層顕著になっている｡

政府による訪日旅行促進事業､ いわゆるビジット

ジャパン事業 (以下､ VJ事業)(１) が開始されたのは

2003年のことであるが､ これ以降毎年､ 対象とす

る国や地域ごとに目標値を定め､ プロモーション活

動が展開されている｡ こうした取り組みの甲斐もあっ

て､ VJ事業が開始された2003年はわずか521万人で

あった訪日外国人旅行者数は2015年には2,000万人

を目前にするまでの伸びを見せている [図１]｡ ま

た､ 旅行消費額も堅調に推移しており [図２]､ 訪

日外国人旅行 (者) がもたらす経済効果にも期待が

寄せられつつある｡

ところで､ 経済成長の方策として観光を位置づけ､

国レベルでVJ事業等の取り組みが行われている一

方で､ 同じく観光を手がかりに､ 地域社会の活性化

を図ろうとする動きが､ 全国各地で盛んになってき

ている｡ こうした動きは､ 近年､ しばしば ｢観光ま

ちづくり｣ と称され､ それは一般に ｢地域が主体と

なって､ 自然､ 文化､ 歴史､ 産業など､ 地域のあら

ゆる資源を活かすことによって､ 交流を振興し､ 活

力あふれるまちを実現するための活動｣１) などと定

義される｡ こうした活動が､ 観光による経済的効果

を見込んでいるのはもちろんのことではあるが､ そ

の特徴は端的に言えば､ 地域資源に魅力を感じ､ そ

の発掘や磨き上げに一緒になって取り組んでくれる

人びととの交流を通じて､ 持続可能な地域づくりを

目指す点にある｡

現在､ こうした観光まちづくりと呼ばれる活動は､

その多くが､ 国内の人同士の交流に主眼をおいたも

のである｡ しかしながら､ 一部で､ 外国人観光客の

受け入れを通じて､ 地域づくりに取り組む事例も見

られるようになってきている｡

たとえば､ 徳島県三好市山城町では､ 妖怪伝承を

テーマに地域づくりが行われているが､ 近年､ この
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地を訪れる海外からの観光客が増えている｡ その割

合は観光客全体 (２万6,000人) の１割を占めるま

でになっており､ こうした外国人観光客との交流に

よる地域づくりが進められている２)｡ また､ 近年外

国人観光客が急増していることで知られるニセコで

は､ 観光客を受け入れる過程で生じる様々な課題に

向き合いながら､ 観光開発と景観保全の共生に取り

組んでいる３)｡ これらは､ インバウンド観光(２)とい

う新たなファクターを､ 地域づくりに取り込もうと

する先駆的事例であろう｡

今後は､ 訪日外国人旅行の促進に向けた取り組み

がさらに加速する中で､ 少なくない地域がインバウ

ンド観光を地域づくりの重要なファクターとして取

り込んでいく､ あるいは､ 取り込まざるを得ない状

況におかれることが考えられる｡ そうした場合､ 観

光地としての発展と地域づくりの関係はどのように

展開されていくのであろうか｡

本稿では､ こうした問題意識から､ 和歌山県伊都

郡高野町高野山を対象として､ まずは､ インバウン

ド観光の実態を明らかにしたうえで､ 高野山におけ

るインバウンド観光の現時点での到達点と課題を考

察し､ インバウンド観光による観光まちづくりの方

向性について検討することを目的とする｡

高野山は､ 弘法大師空海が開いた真言密教の聖地

であり､ 標高850メートルの地に金剛峰寺をはじめ

として100を超す寺院が建ち並ぶ｡ 50余りの寺院が

宿坊を擁し､ 僧侶や信徒､ 参詣者や観光客の宿泊所

となっている｡ とくに､ 第二次世界大戦以降､ 観光

の大衆化時代を迎え､ 高野山は一般の観光客を広く

受け入れてきた｡ ところが､ その後宿泊客数が減少

し､ 日帰り客へと転化する中､ 2004年の世界遺産

登録を機に外国人観光客が急増している｡ こうした

状況を受けて､ 外国語のHP開設や､ 英語やフラン

ス語に対応できる観光ガイド組織が設立されるなど､

外国人観光客の受け入れに向けた環境整備が進めら

れている｡

この点でとくに注目されるのは､ 宿坊における外

国人観光客の受け入れの動きである｡ 現在のところ

10ヶ寺ほどが受け入れを行なっており､ 外国人観光

客は､ 宿坊の存続を下支えする､ なくてはならない

存在になりつつある４)｡

以上の点をふまえ､ 本稿では､ 2014年に高野山

を訪れた外国人観光客を対象に実施した満足度調査

の結果をもとに､ 先の課題に迫りたい｡ なお､ 高野

山は宗教都市という性格上､ 山上に暮らす人のうち

３割近くが僧侶である｡ この点は､ 他の地域とは異

なる高野山の特殊性といえるが､ 国内の宿泊者が減

少する中で､ 外国人観光客が無視できない存在にな

りつつあり､ こうした人びとを観光地づくり､ ある

いはまちづくりの中でどのように位置づけていくか

という点は､ 他地域にも共通するテーマであると考

える｡

図１ 訪日外国人旅行者数の推移５)

図２ 訪日外国人旅行者の旅行消費額６)

２. 調査対象地の概要と方法

１) 高野山の概要

(１) 高野山の位置および人口

高野山は､ 和歌山県北東部に位置し､ 1,000メー

トル前後の山々に囲まれた真言宗の霊地である｡
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高野町全体の人口は3,343人､ 世帯数は1,462であ

る [図３]｡ 人口と世帯数の推移をみると､ 人口の

減少率に比べて､ 世帯数の減少幅は小さく､ 単身世

帯が増えていることがうかがえる｡ 65歳以上の人口

が36.2％を占めており､ 県内でも高齢化率が高い地

域といえる [図４]｡

図３ 高野町の人口・世帯数の推移７) ８)

図４ 高野町の高齢化率の推移９) 10) 11)

(２) 高野山の観光地化と宿坊の成立・変容

高野山は､ 西の壇上伽藍､ 東の奥之院､ 117の寺

院などからなる宗教都市であるが､ その始まりは９

世紀頃にさかのぼる｡ 816年､ 空海は嵯峨天皇から

修禅の道場として高野山を下賜され､ 翌年から高野

山の開創に着手した｡

空海が永遠の瞑想に入ったとされ霊廟に入られた

のは835年であるが､ この霊廟の上に建てられた廟

が現在の奥之院の原型である｡ その後､ 10世紀頃に

は藤原道長が奥之院に参拝し､ 平安時代には､ 平清

盛が落雷で消失した根本大塔を再建するなど､ 高野

山を手厚く保護している｡ その後､ 一般庶民の間に

も高野山信仰が広まり､ 11世紀頃には､ 奥之院の一

帯に一般庶民の納骨や納髪が行なわれていた｡

現在では､ 参詣人に限らず観光客の宿泊施設とし

ての役割を果たしている宿坊であるが､ それが成立

するのは室町時代のことである｡ この時代には､ 九

州や四国など遠方からの一般参詣人が､ 奥之院の地

所を購入して墓所を建立する風潮が成立していた｡

そこで､ 参詣人の宿泊施設が必要となり､ 院家(３)が

参詣人の宿泊に広く関わるようになった｡

江戸時代になると､ 万人から信仰を集め ｢聖地｣

として位置づけられるようになる｡ 貴族や皇族､ 有

力武士､ 権力者､ 大名などの帰依によって支えられ､

山上都市として発展する一方で､ 山上は寺院と商家

だけに限定され､ 女人禁制､ 歌舞吉曲禁止であった

ほか､ 商売にも制限が設けられており宗教色の強い

町であった12) 13)｡

明治期に入るとさまざまな改革が行なわれ､ 高野

山参詣が除々に商品化されていく｡ 明治末期に日本

で初めての企画旅行が発売され､ 高野山参詣も募集

型企画旅行として扱われた｡ また､ 大正時代になる

と国内観光の発展にともない､ 寺院などの宗教施設

が観光の対象となり､ 高野山の ｢お寺まいり｣ が知

られるようになる｡ さらに､ 大正期初めには､ 日本

全国で盛んになってきていた林間学校の受け入れを

始めており､ 宿坊が単に参詣人のみの施設ではなく､

一般の宿泊施設として機能するようになっていく｡

また､ スキー場建設などの観光開発にも目が向け

られるようになり､ 都会の人びとにとって身近な避

暑地・リゾート地としての新しい高野山を目指す取

り組みが行なわれ､ 観光地化への第一歩を踏み出す

こととなった14)｡

戦後に入ると､ 高野山観光の大衆化が進み､ 幅広

い層の人びとが高野山を訪れるようになる｡ 背景に

は､ 高野山有料道路の開通 (1960) や､ 高野龍神

スカイラインの開通 (1980) など､ 交通環境が整

備されたことがある｡ これにより､ マイカーや観光

バスで訪れる人が増え､ 高野山は一年を通して参拝

客が訪れるようになった｡ 一方で､ 交通環境が整備
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され､ 利便性が増したことで日帰りの観光客が増え､

1975年には､ 日帰り客数が宿泊客数を上回る｡ さ

らに､ 1990年代半ば頃から林間学校の受け入れが

激減したことで､ 宿泊客数はなお一層減少すること

となる｡

こうした状況の中で､ 高野山に大きな変化をもた

らしたのが､ 外国人観光客の存在である｡ 2004年､

高野山が ｢紀伊山地の霊場と参詣道｣ としてユネス

コの世界遺産に登録されたことをきっかけに､ 増加

の一途をたどっている｡ こうした状況に対応すべく､

外国語対応のHPの開設や､ 案内看板､ 外国語に対

応できるスタッフの配置など､ 環境整備が進められ

ている｡ また､ 世界遺産に登録されたことを受けて､

2008年には高野町は県下で初めての景観行政団体

となり､ 独自の景観施策を施行している｡

外国人観光客を積極的に受け入れる宿坊も出てき

ており､ 中には､ 宿泊者の割合が海外からの観光客

の方が高い宿坊も存在する｡ 奥之院ナイトツアー(４)

を実施するなど､ 独自の取り組みを行なっている宿

坊もある｡ すべての宿坊が外国人観光客を積極的に

受け入れているわけではないが､ 以前のように団体

参拝や林間学校の受け入れがなく､ また､ 宿泊客が

減少傾向にある中で､ 外国人観光客は現在の高野山

の観光､ そして経済を下支えする存在として定着し

つつあり､ 高野山の観光をとりまく状況は､ 新たな

ステージを迎えつつあるといえる｡

こうした状況をふまえ､ 続いて､ 高野山における

インバウンド観光の実態について見ていきたい｡

(３) 高野山における観光客数の動向

調査の中身に入る前に､ 近年の観光客数の動向を

確認しておく [図５]｡ 2014年の観光客総数は

1,414,668人 (宿泊：269,031人､ 日帰り：1,141,850

人､ 外国人宿泊客：54,511人) であり､ 観光客全体

の約８割を日帰り客が占める｡ 推移をみると､ 日帰

り客数では､ 世界遺産に登録された2004年に顕著

な増加が見られ､ その後は除々に増加してきている｡

宿泊客数は､ 2004年に若干の増加が見られるが､

その後は減少傾向にある｡

一方で､ 外国人宿泊客数に目を向けると､ 世界遺

産の登録を受けて以降､ 東日本大震災が起きた2011

年の落ち込みを除いて､ 堅調に推移している｡ 宿泊

客全体に占める外国人宿泊客の割合は高くなってき

ており､ 2014年は19.9％を占める｡

図５ 高野山の観光客数の推移15)

２) 調査方法

高野山の宿坊に宿泊した外国人観光客を対象に､

アンケート形式で実施した｡ 実施期間は､ 2014年10

月１日～11月30日である｡ 配布方法および回収方

法は､ 留置き配布､ 留置き自記式､ 郵送回収による｡

配布場所は､ 高野山内の宿坊10ヶ寺(５)である｡ 650

を配布し､ 224の有効回答を得た (回収率34.4％)｡

なお､ 本アンケートは､ 一般財団法人和歌山社会

経済研究所の平成26年度政策自主研究 ｢和歌山県の

観光戦略研究Ⅳ：インバウンド観光客の実態調査か

ら誘客策に向けて｣(６)において実施されたものであ

るが､ 本論文でアンケートの結果データを使用・公

表することに関しては､ 同研究所の承諾を得ている｡

３. 高野山を訪れるインバウンド観光の実態

１) 基本属性

回答者の国籍 [図６] をみると､ 欧州が120人と

全体の54％を占める｡ その主な内訳は､ フランス

(38人)､ スペイン (13人)､ スイス (13人)､ イタ

リア (12人)､ オランダ (11人) などである｡ アジ

アは全体の８％にとどまる｡ 回答者の大多数が､ 欧

米系である(７)｡
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図６ 回答者の国籍

年代 [図７] は､ 30代がもっとも多く30％を占

める｡ 10代はわずか１％である｡ 同伴者 [図８] は､

もっとも多いのは ｢配偶者・パートナー｣ である｡

図７ 回答者の年代

図８ 高野山旅行の同行者

高野山の訪問回数 [図９] をみると､ ｢はじめて｣

が９割を占める｡ 訪日回数との関係でみると､ ７割

以上が初めての訪日旅行で高野山を訪れている [表

１]｡ 一方で､ 高野山への訪問が４回目以上との回

答も少数ながら見られる｡ また､ ４回以上の訪日旅

行の末に､ 訪れたとする回答も１割程度ある｡

図９ 高野山の訪問回数

表１ 高野山訪問回数と訪日回数

２) 旅行消費
続いて､ 高野山に滞在中の消費についてみる｡ 宿

泊費に関しては､ ｢１万円以上２万円未満｣ (48.2％)

と ｢２万円以上｣ (43.3％) に大差はない [図10]｡

宿坊の宿泊費の相場が１万円前後である中で､ 多少

宿泊費が高くとも､ 宿坊は宿泊する価値があるもの

として捉えられていることが示唆される｡

図10 高野山旅行における宿泊費

滞在中の主な消費 [図11] は､ 宿泊費に次いで多

いのは ｢カフェ・ランチ｣ (71.7％) となっている｡
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一方で､ 買い物への支出は少なく､ 支出したとの回

答は25％前後で回答者の４人に１人程度にとどまっ

ている｡

図11 滞在中の支出

図12 お土産に対する希望

表２ お土産に対する希望 (自由コメント)

お土産に対する希望を聞くと､ ｢その土地のもの｣

を希望する回答がもっとも多かった [図12]｡ どの

ようなものであれば購入したいかを自由回答形式で

聞いたところ [表２]､ 寺院に関連したものや､ 地

元の作家､ 職人が作ったものを希望する声が多い｡

荷物にならない大きさのものを希望する声も見られ

る｡

買い物はしないという回答もあるものの､ １割足

らずであり､ 大多数は希望に沿うものがあれば､ 購

入する意向を持っていることがうかがえる｡ [表２]

の内容を､ 買い物への支出が高くない現状と併せて

みると､ ｢その土地の人が作ったもの｣ が買い物へ

の支出を左右する可能性をもつ重要な要素であり､

また､ 現状では十分に展開されていない側面である

と推察される｡

３) 期待度および満足度

次に､ 高野山観光に対する期待度と満足度を見る｡

期待度および満足度を問うた項目は､ 以下のa～m

の通りである｡

a. 神秘的な場所を訪れること [略：神秘的な場所]

b. 仏教都市の神聖な雰囲気 [仏教都市]

c. 世界遺産の地 [世界遺産]

d. 奥之院の荘厳な雰囲気 [奥之院]

e. 奥之院ナイトツアーへの参加 [ナイトツアー]

f. 寺院を巡ること [寺院巡り]

g. まちなかを散策すること [まち散策]

h. 僧侶の暮らしに触れること [僧侶暮らし]

i. 宿坊に泊まること [宿坊泊]

j. 精進料理 [精進料理]

k. 朝の勤行への参加 [勤行]

l. 写経体験 [写経]

m.護摩焚き [護摩]

[図13] より､ 期待度において ｢大変期待してい

る｣ の割合がもっとも高いのは ｢d.奥之院｣ (52％)

で､ 次いで高いのは ｢i.宿坊泊｣ (49％)､ ３番目は

｢c.世界遺産｣ (46％) である｡ 逆に､ その割合が低

いのは､ ｢g.まち散策｣ (14％)､ ｢l.写経｣ (19％)､

｢m.護摩｣ (26％)である｡

満足度 [図14] をみると､ ｢大変満足している｣

の割合がもっとも高いのは ｢d.奥之院｣ (81％) で､

次いで高いのは ｢e.ナイトツアー｣ (70％)､ ３番目
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は ｢c.世界遺産｣ (66％) である｡ 一方､ 満足度が

他より目立って低いのは ｢g.まち散策｣ (21％) で

ある｡ 相対的に満足度は高いものの ｢大変満足して

いる｣ の割合が50％を下回ったものは ｢f.寺院巡り｣

(39％)､ ｢h.僧侶暮らし｣ (43％)､ ｢k.勤行｣ (43％)､

｢b.仏教都市｣ (44％) であった｡

図13 高野山観光に対する期待度

図14 高野山観光に対する満足度

[図15] は ｢大変期待している｣ の割合に対して､

｢大変満足している｣ の割合がどれだけ高いかを示

したものである｡ a～mのいずれの項目も ｢大変満

足している｣ の割合が ｢大変期待している｣ の割合

を下回ったものはなかった｡ そこで､ どの項目が期

待度に比して満足度が高かったのかを見た｡ また､

この際にa～mを ｢宿坊の中／宿坊に付随する体験｣､

｢宿坊の外 (高野山という空間全体)｣ に分類して示

した｡

[図15] をみると､ 宿坊の中では､ ｢l.写経｣ ｢m.

護摩｣ が高い｡ 一方で､ もっとも低いは ｢h.僧侶暮

らし｣ である｡ 宿坊の外では ｢d.奥之院｣ ｢e.ナイト

ツアー｣ が突出している｡ 一方で ｢a.神秘的な場所｣

｢b.仏教都市｣ ｢f.寺院巡り｣ ｢g.まち散策｣ は低い｡

以上のことから､ 現在の高野山におけるインバウ

ンド観光について､ 次の点が示唆される｡ 第１に､

高野山を訪れる外国人観光客は､ 奥之院を訪れるこ

と､ 宿坊で過ごすことを主たる目的としている｡ 第

２に､ それら目的の事柄については､ 一定程度満足

感を得ている｡ 第３に､ 現時点では､ 高野山を訪れ

る外国人観光客にとって､ 興味の対象は限定的､ あ

るいは､ 魅力を感じることができる対象は限定的で

ある｡ 高野山は真言密教の聖地であり､ 近年は世界

遺産にも登録されているものの､ 今回のアンケート

の回答では ｢a.神秘的な場所｣ ｢b.仏教都市｣ ｢c.世

界遺産｣ の満足度は奥之院や宿坊での体験に比べる

と低い｡ また ｢h.僧侶暮らし｣ や ｢f.寺院巡り｣ ｢g.

まち散策｣ は期待度と満足度が共に低い｡ しかしな

がら､ このことは､ これらの要素が魅力的ではない

ことを意味しているのだろうか｡

図15 期待度に対する満足度の高さ

最後に､ 高野山観光に対する自由コメントを見て

おく｡ まず [表３] をみると､ 高野山観光に非常に

満足していることがうかがえるコメントが多い｡ そ

の中でも､ やはり､ 宿坊に対するものや奥之院に対

するコメントがよく見受けられ､ これらに対して高

い満足を感じていることがうかがえる｡
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続いて､ [表４] をみると､ 改善を求める要望は､

高野山に特殊な問題というよりも､ 観光地や宿泊施

設一般に対しても該当する事柄があげられている｡

たとえば､ 言語の問題やバスの乗り方､ 支払い方

法､ 店舗の営業時間などである｡ こうした事柄につ

いて､ 現状は､ まだ十分に対応できていないことを

示唆している｡ その他では､ 食事場所等での喫煙に

関する要望が多く見られた｡ また､ 宿坊 (和の空間)

らしい雰囲気づくりを求めるコメントもある｡

前述した ｢h.僧侶の暮らし｣ への興味という点に

関しては､ [表４] に示したコメントを見る限り､

高い興味を示している様子がうかがえる｡ よって､

満足度が低いのは興味が低いからではなく､ 知りた

いと思っているが十分に知ることができていないと

いった事情が反映された結果であると考えられる｡

また､ ｢f.寺院巡り｣ や ｢g.まち散策｣ については､

交通環境のあり方がこれらに対する満足度に影響し

ていることが考えられる｡ 高野町は､ 世界遺産に登

録されたことを受けて､ 2008年に景観条例を施行

している｡ こうしたことからも､ 散策を楽しめる環

境づくりは､ 世界遺産の地､ 高野山にとって重要な

課題であるといえよう｡

表３ 高野山観光において満足した点

表４ 高野山観光において改善してほしい点

４. 結語

本稿では､ 近年外国人観光客が急増している高野

山におけるインバウンド観光の実態を見ることを通

じて､ インバウンド観光というファクターを地域づ

くりにどのように活かすかという問いに迫ることを

試みた｡

高野山を訪れる外国人観光客が高野山の何に惹か

れ､ 魅了されているのか､ 高野山におけるインバウ

ンド観光の実態について､ 以下の点が明らかになっ

た｡ 第１に､ 外国人観光客は ｢奥之院｣ や ｢宿坊

(で過ごすこと)｣ といった要素に魅力を感じ､ 高野

山を訪れている｡ 第２に､ これらの事柄に対しては､

一部の寺院によって実施されているナイトツアーや､

宿坊での写経体験などを通じて､ 一定程度の満足度

を得ている｡ 第３に､ 僧侶の生活に触れることにつ

いては､ これに対する期待は大きいものの､ 現状で
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は､ 観光客が十分に触れることができていない側面

である｡ 第４に､ 外国人観光客が興味を示している､

あるいは､ 魅力を感じることができているのは､ 高

野山全体のうちの一部､ それは､ 第１で指摘した奥

之院や宿坊といった要素にとどまっている可能性が

あることである｡

また､ 回答者の自由コメントでは､ 言語の問題や

バスの利便性など交通環境の改善といったことの他

に､ 喫煙マナーの問題や高野山らしさを維持するこ

となど､ さまざまな意見が見られた｡

これらを踏まえると､ 現時点での高野山における

インバウンド観光の到達点と課題については以下の

ようにまとめられる｡

世界遺産の登録を機に外国人観光客が急増し､ こ

れに呼応するかたちで受け入れ環境の整備を進めて

きた高野山であるが､ 奥之院といった圧倒的な観光

資源によって､ 訪れる外国人観光客に感動を与え､

一定程度の満足感をもたらしているといえる｡

また､ 宿坊は単に宿泊する施設であることを超え

て､ 朝の勤行や写経といった体験を伴って､ それ自

体が一種の観光資源 (観光目的) となっている｡

このことは､ 宿泊客が減少する中で､ ある意味､

その穴埋め的側面を内包しつつ展開されてきた外国

人観光客の受け入れが､ より積極的な意味合いのも

のに転化しつつあることを意味している｡ 長い歴史

の中でその役割を変容させてきた宿坊であるが､ こ

こに来て､ 外国人観光客の存在を介して､ その意味

合いを昇華させつつあるといえよう｡

外国人観光客を単に観光客という存在から､ 異文

化のまなざしでもって､ 高野山の歴史や文化をとも

に維持・継承していく存在として捉えることができ

るかどうか､ この点が高野山のインバウンド観光に

おける今後の課題であると考える｡

外国人観光客の声に､ 寺院関係者から､ 観光関連

事業者､ 行政､ 住民までもが向き合うこと､ すなわ

ち､ 訪れる観光客との対話の中に､ 高野山における

観光のあり方を､ また宗教都市高野山としてのあり

方を模索する手だてがあるのではないだろうか｡

【付記】

本稿のアンケートデータは (一財) 和歌山社会経

済研究所の平成26年度政策自主研究 ｢和歌山県の観

光戦略研究Ⅳ：インバウンド観光客の実態調査から

誘客策に向けて｣ において実施されたものの一部で

ある｡ なお､ アンケートの結果データを本論文で使

用・公表することに関しては､ 同研究所の承諾を得

ている｡

【注】

(１) 訪日外国人旅行者の増加を目的とした訪日プ

ロモーション事業である (日本政府観光局ＨＰよ

り)｡

(２) 本稿で､ ｢インバウンド観光｣ とは ｢訪日外

国人旅行もしくは訪日外国人旅行者｣ を指す｡

(３) ｢院家 (いんげ)｣ とは､ 貴族や皇族出身の僧

侶をいい､ 彼らの止住する寺院のことも院家と呼

んだ｡ この寺院は､ 大寺院の別院を構成する塔頭

で､ 大寺院とは別に独自の所領や組織を保有して

いた｡

(４) 恵光院が行なっている｡ 夕食後､ 就寝までの

時間にガイドの案内のもと､ 弘法大師や真言密教､

僧侶の生活などの話を聞きながら､ 奥之院を散策

する｡

(５) 高野山宿坊協会へのヒアリングにもとづいて､

外国人観光客の宿泊が多い宿坊を選定した｡

(６) 本調査研究では､ 和歌山県内において外国人

観光客の来訪が多い高野山､ 和歌山市､ 南部､ 白

浜､ 本宮､ 串本､ 那智勝浦において､ 各地域の宿

泊施設に宿泊した外国人観光客にアンケート調査

を実施した｡ 本論文で使用・公表するのは､ これ

らのうち､ 高野山において実施したアンケート調

査結果データの一部である｡

(７) 平成26年 (2014年) の和歌山県観光客動態

調査 (http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/

062400/documents/houkokusyoh26.pdf) によ

ると､ 同年の高野山の外国人宿泊客数の国別内訳

は､ 欧州 (61.4％)､ 北米 (15.％%)､ オセアニア

(11.4％)､ アジア (9.5％)､ その他 (2.7％) であ

り､ 欧米圏の宿泊者が多い｡
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